
下関市入札監視委員会（第１５回）審議概要 
 

開催日時 平成２０年８月２７日 １３：３０ 

場所 下関市勤労福祉会館 第 4 会議室 

委員 

大河原貴（公認会計士） 

太田周二郎（大学教授） 

岡孝（高等学校教諭） 

中谷正行（弁護士） 

審議対象期間 平成２０年４月１日 ～ 平成２０年６月３０日 

審議対象総件数  ９１件     （抽出工事名称） 

抽 

出 

案 

件 

条件付一般競争

入札 
４１件 

下関市立安岡中学校耐震補強及び外壁改修

建築主体工事（1 期） 

指名競争入札 ３９件 
下水道工事に伴う楠乃五丁目１５０・１００

mm 配水管移設工事 

随意契約 １１件 
新港地区上屋他新築電気設備工事に伴う附

帯設備工事 

指名停止等の運用状

況 
５件１７社 

低入札価格調査制度

対象工事の発生状況 
７件 

議事概要及び委員か

らの意見・質問、それ

に対する回答等 

議事項目、意見等 別紙のとおり 

議事結果、回答 別紙のとおり 

委員会による意見の

具申又は勧告の内容 
特になし 



別紙 

議事項目、意見・質問 議事結果、回答 

入札方式別発注工事総括表   

· 前年同時期と比較して金額が

減っていることについてどう

考えているか。 

· 昨年は大型工事があったこと、道路

特定財源の件で補助金交付申請が

ずれ込んだことなどが要員と思わ

れるが、昨年が大きすぎたという面

もある。 

· 発注時期がずれ込んだためと思わ

れる。（上下水道局） 

下関市立安岡中学校耐震補強及び外壁改

修建築主体工事（1 期） 

  

· 耐震補強の工事内容について

指針のようなものがあるの

か。 

· 特に決まったものはない。本件は平

均的な内容となっている。 

· 入札参加資格の審査体制はど

うなっているのか。 

· 設計金額１億５千万円以上のもの

については、副市長を委員長とし部

長級職員で構成する第一審査委員

会、５千万円以上１億５千万円未満

のものについては建設部長を委員

長とし課長級職員で構成する第二

審査委員会で審議している。 

· 入札参加は８社であるが見込

みとしてはどうだったのか。 

· ２０～３０社を見込んでいた。昨年

度から建築工事が多かったのでそ

ちらに手をとられているのではな



いか。 

· 入札条件にある資本関係又は

人的関係とは具体的にはどう

いうことか。 

· 役員が一緒であったり資本提供が

ある場合のこと。国の指針に合わせ

ている。自己申告により事前に提出

させている。 

· ８社の入札参加で競争性は確

保できるのか。 

· 条件付一般競争入札導入時からは

少なくなってきている。落札率から

見ると競争性は確保できていると

考えている。 

下水道工事に伴う楠乃五丁目１５０・１

００mm 配水管移設工事 

 

· 指名競争入札とする理由にあ

る地元住民との調整とは具体

的にはどういうことか。 

· 例えば自治会と迂回路などの調整

を行うこと。 

· 優良業者ならそういった調整

ができるということか。 

· そう評価している。信頼関係のある

業者でないと、苦情で仕事にならな

い。 

· 指名方法にある手持ち工事の

状況について資料があるの

か。 

· 上下水道局内での状況は把握して

いる。 

· ＩＳＯ認証取得の状況は。 · １１社中３社が取得している。市内

業者で取得するところは少ない。 

· 地域貢献がないと指名されな · この点だけで選定しているわけで



いのか。 はない。 

新港地区上屋他新築電気設備工事に伴う

附帯設備工事 

  

· 附帯設備工事とあるが本体と

一緒に発注することはできな

かったのか。 

· 内容としては一体で発注すること

もできたが、予算の関係で前年度に

発注できなかった。 

· 別工事とした方が金額的に有

利なのか。 

· 経費調整を行っているので、別工事

としても違いはない。 

 

 


